
自然観察
ず かん

　

シ
カ
は
一
日
に
３
～
５
kg
の
葉
を
食

べ
る
大
食
漢
で
す
。
ど
の
植
物
も
食
べ

ま
す
が
、
人
間
と
同
様
に
好
き
嫌
い
、

す
な
わ
ち
嗜し

好こ
う

性せ
い

が
あ
り
ま
す
。
シ
カ

の
植
物
の
嗜
好
性
は
全
国
的
に
当
て
は

ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食

べ
物
が
少
な
く
な
れ
ば
、
シ
カ
は
そ
れ

ま
で
嫌
っ
て
い
た
植
物
も
食
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
食
べ
物
の
少
な
い
地
域

や
季
節
に
は
シ
カ
は
落
ち
葉
さ
え
も
食

べ
ま
す
。
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
の
有

毒
植
物
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
シ
カ
の
嗜
好
性
は
そ
の
地
域
、
そ

の
季
節
に
利
用
で
き
る
植
物
メ
ニ
ュ
ー

の
相
対
的
な
順
位
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

残
っ
て
い
る
植
物
か
ら
推
理
！

　

高
さ
２
ｍ
の
範は

ん

囲い

に
生
え
て
い
る
植

物
の
種
類
や
茂
り
方
、花
や
実
の
有
無
、

そ
し
て
シ
カ
が
食
べ
た
痕
跡
（
食
痕
）

の
有
無
を
総
合
的
に
観
る
こ
と
で
、
シ

カ
が
多
い
か
少
な
い
か
を
あ
る
程
度
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
判
断

力
を
高
め
る
た
め
に
は
シ
カ
の
好
き
な

植
物
や
嫌
い
な
植
物
を
知
る
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
植
物
の
種
類

に
よ
っ
て
食
痕
に
特と

く

徴ち
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。

ニホンジカ（以下、シカ）は草食動物です。植物なら何でも食べますが、好き
嫌
きら

いが比
ひ

較
かく

的
てき

はっきりしています。植物の種類や茂
しげ

り方、植物に残る食
しょく

痕
こん

を
観察することで、シカが多く生息しているかどうかが分かります。植物をじっ
くり観察して、シカの存在と影

えいき

響
ょう

を感じてみましょう。
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シカが少ない所では地表を覆
おう

う植物がたくさんあり、
さまざまな草木の花を見ることができる。
一方、シカがたくさんいる所では、シカが口の届く高
さ2mまでの植物を食べるため、灌

かん

木
ぼく

や草の花が少
なくなり、時間が経過すると見通しが良くなり地面が
あらわになる。また、シカの嫌いな植物だけが生える
ようになる

この場所にシカはいる？ いない？
　シカの姿を見かけなくても、シカの存在を知る手がか
りはフィールドにいくつもあります。分かりやすいのは糞

ふん

や足
あし

跡
あと

、植物に残された食痕です。
　シカとカモシカの足跡や食痕はよく似ており区別が難
しいですが、糞のまとまり具合と数を見ることで区別がつき
ます。シカの糞はパラパラと点
在するのに対して、カモシカの
糞は一カ所にまとまった「ため
糞」です。また1回につきシカ
は 約100粒

つぶ

、カモシカは 約
300粒の糞をします。

カモシカの糞（1回分）

シカは草木の葉を食べるだけでなく大き
な樹木の樹皮も食べる（樹

じゅ

皮
ひ

剥
は

ぎ）。
地域や季節によって樹皮剥ぎされる樹
木は異なるが、全国的にミズキやリョウ
ブ、サラサドウダンなどがよく樹皮剥ぎさ
れている

草の茎
くき

が途
と

中
ちゅう

から切れていたり、葉の
先がなかったりしたら、それはシカの食
痕の可能性が高い。また、フサザクラ
やアブラチャンなど株立ちする樹木の細
い幹がまとまって途中からなくなっていた
ら、それもシカの食痕である

シカの足跡

シカの影響が少ない環境

シカがたくさんいる環境

ミズキ ミヤマクマワラビ

シカの糞



シ
カ
っ
て
ど
ん
な
生
き
も
の
？

　

シ
カ
は
本
来
平
野
部
か
ら
低
山
帯
の

明
る
い
開
け
た
森
林
を
中
心
に
生
息
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ハ
イ
マ
ツ
の

あ
る
高
山
帯
に
ま
で
生
息
し
て
い
ま

す
。
普ふ

段だ
ん

は
オ
ス
と
メ
ス
が
分
か
れ
て

群
れ
を
作
っ
て
生
活
し
、
秋
の
発
情
期

に
な
る
と
力
の
強
い
オ
ス
が
複
数
の
メ

ス
を
囲
い
込
み
ま
す
。
メ
ス
は
春
に
出

産
し
、
毎
年
１
頭
を
産
み
ま
す
。
栄
養

状
態
が
良
け
れ
ば
メ
ス
は
生
ま
れ
て
か

ら
１
年
半
で
妊に

ん

娠し
ん

す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
以
降
妊
娠
率
は
80
～
90
％
以
上
を

維い

持じ

し
ま
す
。
そ
の
た
め
シ
カ
は
増
え

や
す
い
動
物
と
い
え
ま
す
。
シ
カ
が
増

え
る
と
、シ
カ
の
好
き
な
植
物
は
減
り
、

嫌
い
な
植
物
は
増
え
ま
す
。
ま
た
植
物

を
餌え

さ

や
住
処
と
す
る
昆こ

ん

虫ち
ゅ
う

や
他
の
動

物
も
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。シ
カ
は
生
態
系
を
作
り
変
え
る「
生

態
系
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
な
の
で
す
。
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▶エンレイソウ
エンレイソウ属植物は世界の温
帯諸国でシカ類に好んで食べら
れている。湿

しめ

った斜面に生育し
ており、葉が大きく多

た

汁
じゅう

なことが
シカに好まれるのだろう

柔らかい葉や、新芽、実生、樹皮、
苦味や毒のない植物などを好む。

かたい葉や苦味、毒のある植物は好ま
ない。植物が減ると食べることもある。

▶モミジガサ
葉の形がもみじみたいなのでこの
名がある。シドケという山菜名で
有名な草。人間が食べておいし
いのだから、シカにとってもさぞお
いしいことだろう

シカの好きな植物

▶アオキ
湿った林内に生える。シカはこ
の葉が大好き。丹沢（神奈川県）
ではすっかり見かけなくなった。
写真のような食痕だらけのアオキ
が増えてきたら要注意

▶リョウブ（サラサドウダン）
シカが夏によく樹皮を剥いでお
り、食料不足のためというよりも
ミネラルを欲しているのかもしれな
い。この種は幹を一周食べられ
ても枯

か

れることはあまりない

▶マツカゼソウ
国内で唯

ゆい

一
いつ

のミカン科の多年
草。葉の全面にミカン科特有
の油点がある。メチルノニルケト
ンという有毒成分を含む。葉を
もむと独特の臭

しゅう

気
き

がある

▶テンナンショウ類
コンニャクに近縁なサトイモ科の
多年草で、この仲間は種の分
類が難しい。シュウ酸カルシウ
ムの有毒成分を含むため、口
にするとえぐい味を感じる

▶オオバノイノモトソウ
同じイノモトソウ属のナチシダや
オオバノハチジョウシダも含めて
シカが嫌う。シカの影響の強い
地域ではオオバノハチジョウシダ
が食べられることもある

▶アセビ
葉にはアセボトキシンなどの有
毒成分が含まれる。やや乾燥し
た斜面に生える。シカの影響で、
風の強い尾根筋がアセビばかり
の林になった所が各地にある

シカの嫌いな植物

●樹木
アオダモ／アブラチャン／イボタノキ／ウラジロモミ（樹皮）／
キハダ／コアカソ／コクサギ／サラサドウダン／フサザクラ／ミズキ

●草本
イッポンワラビ／イノデ属植物／ウワバミソウ／オシダ属植物（オシダ、
ミヤマクマワラビなど）／シケチシダ／ツクバネソウ／ホウチャクソウ／
メシダ属植物（ヤマイヌワラビ類）／ユキザサ

好きな植物リスト 嫌いな植物リスト
●樹木
アリドオシ／イズセンリョウ／オオバアサガラ／オニシバリ／
シキミ／シロダモ／ミツマタ／ミヤマシキミ

●草本
イケマ／イワヒメワラビ／ウラジロ／キジョラン／コシダ／
コバノイシカグマ／ナツトウダイ／バイケイソウ／フタリシズカ／
ヤブマオ類／ヤマシャクヤク／ヤマトリカブト／レモンエゴマ




